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積極的ポライトネスにおける｢はめる｣行為-ジェンダー の視点から*









行為に注目して,実際の談話を分析 し,日本では ｢はめる｣行為はジェンダー ･イデオロギ
ーとして ｢女性｣と深 く結びついていることを示す｡ 
sonLevと のポライ トネス理論は,｢ポライ トネス｣研究の発展に大きく貢献したと
wo




のポライ トネス理論が一際多 くの研究者の 目を引 れ てい る事 を理解 す る必 要 が あ る ｡ まず は, 
き,革新的であった理由の一つに,｢積極的ポライ Goffman が論 じているフェイスを確認しておく｡ 
ievnsonnBro
0. 1存在する｡ これは,Goffman ( 769 )によって触発
7891
トネス｣( epivtipos itenlo ess)というポライ トネ
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ereaharehertohta smays ,swhnap -
ionfproishor ess
himslef.本稿では,B&Lのポライトネス理論におけるポラ








ポライトネスに関する諸説の中でも,最も影響力 aceivtnega( ef )の二つに分け,以下のように定義
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規範｣｢女 -女という性 -逸脱｣という性差別して,例えば,女性は｢すてき｣(d baora )le,｢すぼ




























































～ ?や,相手に断る余地を与えているという意味で イトネス｣ストラテジーの一種であると考えられる｡ 







leaseup ～ ?のような依頼文は非男性tyo' ポライトネス｣ストラテジーから,特に｢はめる｣と
Lka的な響きが強いと述べている｡ ( off(

参照)ここでのポライトネスはB&Lの理論の中で ー (以下 Sと略記)を検討していきたい｡

)91:5791 いう言語行動に関係していると思われるストラテジ
は,消極的ポライトネスに分類される｡消極的ポラ 1-最初の S では,相手の気づいてほしい,認めら
イトネスのストラテジーの一つ目に,間接的な言語 れたいという欲求を満たすという｢積極的ポライト
ネス｣ストラテジーを挙げている｡ 











































lprovait tneres ap,tgeraExag e( , 
記述し,両者を,男性を規範,女性をその逸脱とし ith H) 
-
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tnilco5Hlomes (199)は｢はめる｣( mpme )とい
ivetma
























































































































































200 )36:1ことは,立場上の優位性を相手に主張することにな 中村 
り兼ねないからである｡ それでは,立場が下のもの
から上のものに対して ｢ほめる｣場合についてはど 今回の研究の目的は,主に二つある｡ i()日本語

































る｡ とりわけ,男性をあまり ｢ほめない｣ことや男 らかじめ備わっている属性ではなく,我々があらゆ
性同士の ｢ほめあう｣行為が少ないのは,男性が, る社会的な文脈の中で能動的に多種多様な言語行動
｢ほめる｣行為を ｢積極的ポライトネス｣ス トラテ を演じ,行う中で構築されるものと捉えることにす










lomes (上掲書)は 71( )アイデンティティはディスコースの原因で
d41( )の h
blvera








































































































⇔	 筆 :私はこれを,これ服 じゃないけど買っ
てもらった｡ 




























































































































































































































































るのが,｢はめられた｣時の反応である｡ (談話 11, 
12参照) 
(30)【談話 11】｢固まるか,ふざけるか｣ 
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プライバシー のため地名や名前などの代わりに表記)G rister ds
,as dasw
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